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第21号

平
成
23
年
第
２
回
臨
時
会

◎
平
成
23
年
第
２
回
臨
時
会
は
、

４
月
27
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会（
６
月
）

◎
平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
２
日
か
ら
13
日
ま
で
の
12

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

◎
第
２
回
定
例
会
で
は
、
人
事
案

件
１
件
、
平
成
23
年
度
補
正
予

算
２
件
及
び
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
計
20
件
（
請
願
４
件
含
む
）

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
案
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
な
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
概
要 

Ｐ
２

一
般
質
問 

Ｐ
５

主
な
内
容も

く

じ

ふくろうの親子（撮影場所：市内）

平
成
平
成
2323
年
第
２
回
定
例
会
及
び

年
第
２
回
定
例
会
及
び

第
２
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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会
期
・
日
程

会
期
・
日
程

●
４
月　

臨
時
会
●

27
日
（
水
） 

本
会
議

　

議
案
の
上
程
及
び
説
明
、

　

質
疑
、
討
論
、
採
決

●
６
月　

定
例
会
●

２
日
（
木
） 

本
会
議

　

開
会
、
会
期
の
決
定  

　

請
願
第
２
号
の
採
決  

　

議
案
の
上
程
及
び
説
明 

　

人
事
案
件
の
採
決 

 

３
日
（
金
） 

本
会
議

　

一
般
質
問

６
日
（
月
） 

本
会
議

　

一
般
質
問  

　

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

議
案
の
委
員
会
付
託

７
日
（
火
） 

常
任
委
員
会 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

８
日
（
水
） 

常
任
委
員
会 

経
済
常
任
委
員
会 
 

９
日
（
木
） 

常
任
委
員
会 

総
務
常
任
委
員
会 

 

13
日
（
月
） 

本
会
議

　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
・
調
査

　

閉
会

平成23年　第２回臨時会　　議決一覧表平成23年　第２回臨時会　　議決一覧表
議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

承 認 第 1 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第１号）

平成 22年度つくばみらい市一般会計補正予
算（第 10号）について、専決処分をしたの
で承認を求めるものです。

原案承認

承 認 第 2 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第２号）

平成 22年度つくばみらい市国民健康保険特
別会計補正予算（第５号）について、専決処
分をしたので承認を求めるものです。

承 認 第 3 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第３号）

平成 22年度つくばみらい市老人保健特別会
計補正予算（第２号）について、専決処分を
したので承認を求めるものです。

承 認 第 4 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第４号）

平成 22年度つくばみらい市公共下水道事業
特別会計補正予算（第４号）について、専決
処分をしたので承認を求めるものです。

承 認 第 5 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第５号）

平成 22年度つくばみらい市農業集落排水事
業特別会計補正予算（第４号）について、専
決処分をしたので承認を求めるものです。

承 認 第 6 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第６号）

平成 22年度つくばみらい市水道事業会計補
正予算（第４号）について、専決処分をした
ので承認を求めるものです。

承 認 第 7 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第７号）

つくばみらい市国民健康保険条例の一部を改
正する条例について、専決処分をしたので承
認を求めるものです。

承 認 第 8 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第８号）

つくばみらい市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について、専決処分をしたので
承認を求めるものです。

承 認 第 9 号 専決処分の承認を求める
ことについて（第９号）

平成 23年度つくばみらい市一般会計補正予
算（第１号）について、専決処分をしたので
承認を求めるものです。

承認第 10号 専決処分の承認を求める
ことについて（第 10号）

平成 23年度つくばみらい市公共下水道事業
特別会計補正予算（第１号）について、専決
処分をしたので承認を求めるものです。

承認第 11号 専決処分の承認を求める
ことについて（第 11号）

平成 23年度つくばみらい市農業集落排水事
業特別会計補正予算（第１号）について、専
決処分をしたので承認を求めるものです。

承認第 12号 専決処分の承認を求める
ことについて（第 12号）

平成 23年度つくばみらい市水道事業会計補
正予算（第１号）について、専決処分をした
ので承認を求めるものです。
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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結　　果

報 告 第 2 号 専決処分の報告について
（第２号）

公用車車両事故による損害賠償の額を定めた
ことについて、報告するものです。

報 告

報 告 第 3 号
平成 22年度つくばみらい
市一般会計繰越明許費繰
越計算書について

翌年度に繰り越しをした事業費について、繰
越明許費繰越計算書を報告するものです。報 告 第 4 号

平成22年度つくばみらい市
国民健康保険特別会計繰越
明許費繰越計算書について

報 告 第 5 号
平成22年度つくばみらい市
公共下水道事業特別会計繰越
明許費繰越計算書について

報 告 第 6 号
平成 22年度つくばみらい
市一般会計事故繰越繰越
計算書について

翌年度に事故繰り越しをした事業費につい
て、事故繰越繰越計算書を報告するものです。

同 意 第 1 号 教育委員会委員の任命に
ついて

教育委員の任期が平成23年６月27日をもって
満了となるため、地方教育行政の組織及び運営に
関する法律の規定により同意を求めるものです。

同 意

議案第 31号 市道路線の認定について 合併に伴い旧町村毎に管理していた市道につ
いて、路線の再編成及び見直しを含めた統合
を行い、市道を一元管理することで道路管理
の円滑化を図るものです。

原案可決

議案第 32号 市道路線の廃止について

議案第 33号 公の施設の指定管理者の
指定について

つくばみらい市総合福祉施設きらくやまふれ
あいの丘の管理を効果的に実施するため、指
定管理者として「社会福祉法人つくばみらい
市社会福祉協議会」を指定するものです。

議案第 34号 平成23年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ６千98万７千円を追加し、予算
の総額を168億６千226万１千円とするものです。

議案第 35 号 つくばみらい市税条例の
一部を改正する条例

東日本大震災の被災者等の負担の軽減を図る
ため、平成 23 年４月 27 日に「地方税法の
一部を改正する法律」が施行されたことに伴
い、条例の一部を改正するものです。

議案第 36号
つくばみらい市災害弔慰
金の支給等に関する条例
の一部を改正する条例

災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給決定に
は、高度かつ公正な判断を要するため、つくば
みらい市災害弔慰金等支給審査委員会を設置
し、合わせて、東日本大震災に係る特別措置を
設けるため、条例の一部を改正するものです。

議案第 37号
つくばみらい市特別職の職
員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

つくばみらい市災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部改正に伴い、別表に「災害弔慰金
等支給審査委員会」を加えるため、条例の一
部を改正するものです。

議案第 38号 工事請負契約の締結につ
いて

小張小学校校舎耐震補強及び大規模改修工事
請負契約を締結するに当たり、地方自治法の
規定により提案するものです。

平成23年（６月）　第２回定例会　　議決一覧表平成23年（６月）　第２回定例会　　議決一覧表

議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

議案第 30号 平成23年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ957万円を追加し、予算の総額
を168億127万４千円とするものです。 原案可決
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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

議案第 39号 平成23年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ51万１千円を追加し、予算の
総額を168億６千277万２千円とするものです。

原案可決
発 議 第 1 号 学校法人開智学園誘致に

関する決議

　昨年８月に学校法人開智学園からつくばみ
らい市議会に対し、12年間を一貫教育する小
学校、中学校、高等学校の設立計画の提案が
示されました。
　同学園は、創造型の教育で私立学校として
の独自性を推進するとともに特色ある教育を
実施・展開しています。
　つくばみらい市においては、今後、一貫教
育など多様な教育環境が求められることが想
定され、地域の未来を担う子供達に様々な学
習選択の機会を提供していく必要があります。
　また、同学園の設立により多くの児童・生徒
及び関係者がつくばエクスプレスを経由してつ
くばみらい市に集まってくることが予想され、
学園周辺部のみならず、つくばみらい市の賑わ
い創出や活性化が期待できるとともに、地域の
定住化促進の一助になると考えます。
　更に、今定例会に提出された「学校法人開智
学園の誘致を求める請願」が示すとおり、同学
園の誘致は、地域住民の願いでもあります。
　学校法人開智学園の設立は、教育環境の充
実及び地域の活性化においてつくばみらい市
の発展に貢献するものであり、つくばみらい
市議会及びつくばみらい市執行機関は、学園
の設立を積極的に支援すべきであります。
　よって、つくばみらい市の総意として、議会と
執行機関が一丸となって学校法人開智学園を支援
し、早期開校を目指すことを要望するものです。

番 　 号 請願・陳情名 結　　 果

請 願 第 1 号 保育制度改革に関する意見書提出を求める請願書
不 採 択

請 願 第 2 号 八ッ場ダム等水源開発の検証検討について

請 願 第 3 号 住宅リフォーム助成制度に関する請願書 継続審査

請 願 第 4 号 学校法人　開智学園の誘致を求める請願 採 択

陳 情 第 1 号 大幅増員と夜勤改善で安全、安心の医療・介護を求める陳情書

全議員及
び執行部
に配布し
ました
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質
問
は
、議
員
本
人
が
概
ね
３
０
０
字
を
目
安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

定
例
市
議
会
に
お
け
る

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

海老原　弘　議員

県道整備の問題点について

よ
っ
て
、
市
道
の
問
題
に
も

絡
ん
で
く
る
と
思
う
。
次
に
、

②
板
橋
か
ら
谷
井
田
の
道
路

に
つ
い
て
は
、
伊
奈
町
時
代

に
、
平
成
17
年
度
ま
で
に
は

整
備
を
す
る
と
の
答
弁
を
頂

い
て
い
る
が
、
既
に
６
、７

年
も
遅
れ
て
い
る
。
計
画
を

改
め
て
お
伺
い
し
た
い
。
次

に
、
③
都
市
軸
道
路
だ
が
、

成
瀬
か
ら
み
ら
い
平
ま
で
が

開
通
す
れ
ば
、
そ
の
区
間
は
、

ほ
ん
の
２
、３
分
の
所
要
時

間
で
あ
り
、
早
急
に
整
備
す

べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
、
④

ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所

で
止
ま
っ
て
い
る
県
道
で
あ

る
が
、
延
伸
計
画
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
い
。

●
市
長　

広
域
的
な
道
路
体

系
の
充
実
は
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
の
活
力
を
向
上
す
る
上

で
も
非
常
に
重
要
な
も
の
で

あ
る
事
か
ら
、
国
道
や
県
道

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
国
、
県
、
関
係
機
関
へ

の
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
、

今
後
も
積
極
的
に
整
備
促
進

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

●
都
市
建
設
部
長　

①
に

つ
い
て
は
、
み
ら
い
平
に
接

続
す
る
た
め
の
路
線
敷
地
内

の
軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
、
県
道

谷
田
部
小
張
線
か
ら
板
橋
不

動
院
横
ま
で
の
間
も
、
引
き

続
き
用
地
買
収
を
進
め
る
と

県
よ
り
伺
っ
て
い
る
。
②
に

つ
い
て
は
、
県
に
よ
り
中
通

川
付
近
の
用
地
買
収
を
進
め

て
い
る
と
確
認
し
て
い
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
２
年
後
の

開
通
を
目
指
し
て
中
通
川
橋

り
ょ
う
の
上
部
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
④

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

定
期
的
に
県
や
関
係
す
る
龍

ケ
崎
市
及
び
取
手
市
と
ル
ー

ト
の
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
３
市
で
協

議
を
し
、
一
致
協
力
の
上
、

県
に
対
し
早
期
に
整
備
さ
れ

る
よ
う
積
極
的
に
要
望
し
て

参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
み
ら
い
平
の
学
校
建
設

に
つ
い
て

●
中
山
議
員　

小
絹
小
・
中

学
校
の
小
中
一
貫
教
育
の
実

現
に
向
け
た
全
体
計
画
と
進

捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。
ま
ず
、
①
ね
ら
い
と

今
年
度
の
達
成
目
標
に
つ
い

て
。
②
小
中
一
貫
教
育
を
市

内
全
域
に
広
げ
る
計
画
に
つ

い
て
。
ま
た
、
今
後
教
育
現

場
で
発
生
し
う
る
課
題
に
つ

い
て
お
伺
い
し
た
い
。
③
各

学
校
間
に
お
け
る
先
生
・
生

徒
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
の
確

保
に
つ
い
て
。
④
９
年
間
の

教
育
課
程
編
成
に
お
け
る
指

導
要
領
と
の
兼
ね
合
い
に
つ

い
て
。
⑤
中
学
か
ら
の
新
た

な
入
学
生
へ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
に
つ
い
て
。
更
に
、

丘
陵
部
の
新
設
校
建
設
に
向

け
て
、
審
議
会
や
財
源
面
に

お
け
る
県
と
の
交
渉
で
、
一

貫
教
育
の
議
論
は
あ
っ
た

か
。
一
方
で
、
小
中
一
貫
教

育
は
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

な
ど
の
期
待
も
大
き
い
の

で
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
、

及
び
市
民
か
ら
し
っ
か
り
理

解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
如い

か
が何

か
。

●
教
育
長　

ね
ら
い
に
つ
い

て
は
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
や
、
学
力
の
向
上
、
不
登

校
の
解
消
、
学
習
習
慣
の
確

立
を
図
る
事
な
ど
で
、
今
年

度
は
、
小
絹
小
、
小
絹
中
が

同
じ
目
標
を
持
っ
て
進
ん
で

い
く
事
や
、
相
互
に
授
業
を

●
海
老
原
議
員　

県
道
４
路

線
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

計
画
さ
れ
て
い
る
か
お
伺
い

し
た
い
。
ま
ず
、
①
板
橋
か

ら
み
ら
い
平
へ
の
路
線
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
道
路

は
、
や
は
り
合
併
特
例
債
で

整
備
す
る
伊
奈
東
か
ら
小
張

ま
で
の
市
道
と
交
差
を
す
る

路
線
で
あ
り
、
そ
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

に

中山　栄一　議員

小絹小・中学校の一貫教
育・連携教育について
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参
観
し
た
り
授
業
を
手
伝
い

な
が
ら
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
接
続
を
円
滑
に
し
た
い
。

ま
た
、
小
学
校
に
専
門
の
先

生
が
い
な
い
教
科
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
の
先
生
の
協
力

に
よ
る
専
門
的
な
指
導
を
実

施
し
た
い
。
課
題
は
、
９
年

間
を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
で
あ
る
。
次
に
、
学

校
間
の
移
動
に
つ
い
て
は
、

小
絹
小
、
小
絹
中
の
移
動
は

時
間
を
取
ら
ず
、
実
施
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
次
に
、

指
導
要
領
の
兼
ね
合
い
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
て
実
施
を
し
た

い
。次
に
、英
語
科
に
つ
い
て
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
つ

な
ぎ
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
行

い
た
い
。
な
お
、
丘
陵
部
の

富
士
見
ヶ
丘
の
２
カ
所
の
学

校
用
地
が
約
５
０
０
ｍ
離
れ

て
い
る
た
め
、
県
と
隣
接
地

と
の
交
換
交
渉
を
行
っ
た
が
、

既
に
道
路
も
で
き
て
い
る
事

か
ら
、
難
し
い
と
の
返
事
を

頂
い
た
経
緯
が
あ
る
。

●
市
長　

小
中
一
貫
教
育
の

目
的
は
、
９
年
間
と
い
う
期

間
で
一
貫
性
、
継
続
性
を
持

た
せ
る
教
育
を
実
施
す
る
事

や
、
個
々
の
児
童
の
発
達
に

合
わ
せ
た
教
育
が
で
き
、
学

力
の
向
上
や
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
な
ど
が
期
待
さ
れ

る
所
で
あ
る
。
な
お
、
取
り

組
み
は
、
去
年
の
就
任
時
よ

り
研
究
に
入
り
、
本
年
度
か

ら
は
、
小
絹
小
、
小
絹
中
に

小
中
一
貫
教
育
の
研
究
、
拡

充
を
図
る
た
め
に
非
常
勤
講

師
を
１
名
配
置
し
た
。
今
後
、

市
内
の
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
の
た
め
、
こ
の
研
究
を
参

考
に
市
内
全
域
に
亘
っ
て
進

め
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
事
業
仕
分
け
の
具
体
策

と
行
政
評
価
制
度
と
の

連
携
に
つ
い
て

●
堤
議
員　

市
内
を
良
く

す
る
に
は
企
業
や
病
院
の
誘

致
、
学
校
建
設
、
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
が
課
題
で
、
同
時
に
、

み
ら
い
平
地
区
の
賑
わ
い
の

あ
る
利
便
性
の
高
い
街
づ
く

り
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
ず
、

当
該
地
区
を
近
隣
商
業
地
域

か
ら
商
業
地
域
に
変
更
し
、

規
制
を
緩
和
す
る
事
で
多
業

種
の
進
出
を
願
う
。
更
に
、

み
ら
い
平
地
区
の
学
校
建
設

の
時
期
と
場
所
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
当
該
地
区
の
学
校

建
設
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

希
望
す
る
場
所
を
選
定
し
て

欲
し
い
。
次
に
、
市
道
の
整

備
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
市
内
で
一
番
交
通

量
の
多
い
小
絹
地
区
か
ら
出

て
い
る
要
望
は
、
地
元
の
協

力
体
制
が
整
っ
て
い
る
が
、

い
つ
頃
に
整
備
す
る
の
か
。

最
後
に
、
筒
戸
地
区
に
開
校

の
計
画
が
あ
る
開
智
学
園
の

誘
致
で
あ
る
が
、
同
学
園
は

小
中
高
一
貫
の
進
学
校
で
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
る
事
か
ら
積
極
的
に

誘
致
す
べ
き
と
思
う
が
、
考

え
を
お
伺
い
し
た
い
。

●
市
長　

ま
ず
、
み
ら
い
平

駅
周
辺
地
区
を
商
業
地
域
に

変
更
す
べ
き
と
の
事
に
つ
い

て
は
、
平
成
22
年
度
に
都
市

計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、
変

更
す
べ
き
で
な
い
と
の
答
申

を
頂
い
て
い
る
事
か
ら
、
現

時
点
で
は
答
申
を
尊
重
し
た

い
と
考
え
る
。
次
に
、
み
ら

い
平
地
区
へ
の
学
校
建
設
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
４
月

開
校
を
目
標
に
進
め
て
お

り
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、

地
区
内
３
カ
所
の
学
校
用
地

の
中
で
検
討
し
て
い
る
。
次

に
、
市
道
の
整
備
の
優
先
順

位
に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所

が
あ
る
な
ど
の
緊
急
性
や
必

要
性
、
事
業
効
果
、
更
に
は

地
元
の
協
力
体
制
を
考
慮
し

て
優
先
順
位
を
決
め
、
順
次

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

現
在
の
財
政
状
況
を
勘
案
す

る
と
、
多
く
の
要
望
に
即
対

応
し
切
れ
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
最
後
に
、
開
智
学
園

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
会
よ
り
、
市
に
対
し
要
望

書
を
頂
い
て
お
り
、
地
域
住

民
の
同
学
園
の
誘
致
に
は
強

い
関
心
と
期
待
が
込
め
ら
れ

て
い
る
事
か
ら
、
議
会
、
市

民
の
方
々
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
推
進
す
る
事
が
肝
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
副
市
長　

み
ら
い
平
駅
付

近
の
商
業
地
域
化
に
つ
い
て

は
、
市
の
事
務
局
だ
け
の
意

向
で
方
向
性
を
出
す
も
の
で

は
な
く
、
都
市
計
画
審
議
会

や
議
員
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
方
向

性
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
な

お
、
当
該
地
区
の
用
途
地
域

は
、
住
宅
地
が
中
心
の
議
論

に
な
っ
て
い
る
事
か
ら
も
、

変
更
を
検
討
す
る
場
合
は
、

十
分
な
協
議
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

●
都
市
建
設
部
長　

小
絹
地

区
か
ら
の
拡
幅
要
望
に
つ
い

て
は
、
基
礎
調
査
を
行
っ
た

所
、
一
部
で
境
界
の
確
定
が

堤　　實　議員

市内の学校建設及び活
性化について

小中一貫教育の研究が進む小絹中学校
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な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
工
事
の

着
手
に
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の

交
差
点
協
議
に
お
い
て
、
接

続
す
る
玉
台
橋
東
交
差
点
の

交
通
量
が
非
常
に
多
く
、
危

険
が
生
じ
る
と
の
指
摘
を
受

け
た
。
し
か
し
、
今
後
、
打

開
策
を
見
つ
け
て
、
引
き
続

き
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
総
務
部
長　

開
智
学
園
は

現
在
、
埼
玉
に
学
校
が
あ
り
、

東
大
現
役
合
格
者
が
伸
び
た

高
校
ベ
ス
ト
テ
ン
の
３
位
に

入
る
新
進
気
鋭
の
私
立
学
校

で
、
進
学
指
導
に
つ
い
て
も

特
別
な
配
慮
を
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
も
し
当
市
に

開
校
と
な
れ
ば
、
そ
れ
相
当

の
学
力
向
上
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。 

●
坂
議
員　

東
日
本
大
震
災

か
ら
３
カ
月
が
経
過
し
、
今

後
も
東
南
海
地
震
等
の
発
生

確
率
が
高
い
状
況
の
中
、
我

が
市
の
小
中
学
校
が
避
難

所
と
し
て
備
え
る
べ
き
基
本

的
な
機
能
と
考
え
ら
れ
る
①

避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る

屋
内
運
動
場
に
ト
イ
レ
が
あ

る
か
。
②
屋
外
か
ら
直
接
利

用
で
き
る
ト
イ
レ
が
あ
る

か
。
③
学
校
の
敷
地
内
も
し

く
は
校
舎
内
に
防
災
倉
庫
・

備
蓄
倉
庫
が
設
置
さ
れ
て
い

る
か
。
④
水
を
確
保
す
る
た

め
の
設
備
と
し
て
プ
ー
ル
の

浄
水
装
置
、
貯
水
槽
、
井
戸

な
ど
が
あ
る
か
。
⑤
停
電
に

備
え
、
自
家
発
電
設
備
の
用

意
が
あ
る
か
。
以
上
の
５
項

目
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
状

と
今
回
の
震
災
対
応
の
経
験

に
基
づ
く
今
後
の
計
画
、
更

に
、
備
蓄
物
の
量
及
び
そ
の

防
災
用
具
、
ま
た
、
備
蓄
物

の
日
常
の
点
検
と
管
理
・
そ

の
体
制
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
。

●
総
務
部
長　

①
に
つ
い
て

は
、
伊
奈
中
学
校
の
み
が
屋

内
運
動
場
隣
接
の
プ
ー
ル
更

衣
室
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

残
り
の
学
校
に
つ
い
て
は
屋

内
運
動
場
内
の
設
置
で
、
②

に
つ
い
て
も
、
伊
奈
中
学
校

以
外
は
屋
外
か
ら
直
接
利
用

が
で
き
る
。
③
に
つ
い
て
は
、

学
校
に
お
け
る
設
置
は
な

く
、
消
防
署
の
谷
和
原
出
張

所
の
隣
に
設
置
し
て
お
り
、

④
に
つ
い
て
は
、
谷
井
田
小

及
び
板
橋
小
に
飲
料
水
兼
用

の
耐
震
性
貯
水
槽
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
60
㎥
を
確
保
し
て

い
る
。
⑤
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
の
み
で
、
現
時
点
で
学

校
へ
の
配
置
は
な
い
。
今
後
、

市
防
災
計
画
を
見
直
し
て
い

く
中
で
、
プ
ー
ル
の
浄
水
装

置
や
自
家
発
電
機
に
つ
い
て

研
究
し
て
参
り
た
い
。
な
お
、

現
時
点
で
の
備
蓄
量
は
、
飲

料
水
４
千
２
４
８
ℓ
、
非
常

食
６
千
３
２
０
食
で
、
管
理

に
つ
い
て
は
、
賞
味
期
限
或

い
は
保
管
状
況
の
確
認
を
し

て
、
い
か
な
る
災
害
に
お
い

て
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
定
期
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
筒
戸
地
区
の
横
断
歩
道

設
置
要
望
書
の
対
応
に

つ
い
て

●
染
谷
議
員　

こ
の
度
の
大

震
災
は
、
歴
史
上
類
例
を
見

な
い
ほ
ど
広
域
か
つ
複
合
的

な
災
害
で
、
本
市
で
も
想
定

外
の
被
害
を
受
け
た
。
防
災

と
は
、
大
切
な
人
の
命
と
財

産
を
守
る
事
で
あ
り
、
今
後
、

防
災
を
根
本
的
に
見
直
す
事

が
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、

防
災
無
線
は
聞
こ
え
に
く
い

と
の
声
が
多
い
た
め
、
防
災

無
線
と
同
じ
内
容
を
電
話
で

聞
け
る
音
声
自
動
応
答
サ
ー

ビ
ス
や
防
災
メ
ー
ル
の
配
信

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
そ

し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
コ
ン
ビ
ニ

に
設
置
し
、
24
時
間
対
応
可

能
な
体
制
作
り
も
必
要
で
は

坂　　洋　議員

小中学校の避難所とし
ての防災強化について

染谷　礼子　議員

災害に強い街づくりに
ついて

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

三
島
小
学
校
屋
内
運
動
場
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小
貝
川
上
流
で
の
排
水
機
に

よ
る
排
水
の
調
整
等
、
国
交

省
に
検
討
を
要
請
し
、
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
手
法
も
大
事

で
あ
る
。
次
に
、
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
避
難
訓
練
を

市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。
ま
た
、
聞
き
づ
ら

い
と
い
う
防
災
無
線
の
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
最
後
に
、

我
々
議
会
も
含
め
て
、
防
災

対
策
を
根
本
か
ら
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
御
所
見

を
お
伺
い
し
た
い
。

●
総
務
部
長　

地
震
に
よ
る

火
災
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

こ
の
度
の
大
震
災
を
見
る
限

り
、
震
災
時
の
火
災
の
発
生

原
因
は
数
限
り
な
く
、
そ
れ

ら
全
て
に
つ
い
て
完
璧
な
対

策
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、

備
蓄
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
飲

料
水
兼
用
の
耐
震
性
貯
水
槽

２
基
で
４
万
人
分
と
な
る

が
、
更
に
研
究
を
進
め
て
参

り
た
い
。
次
に
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
既
に

作
成
を
し
て
い
る
が
、
土
砂

災
害
防
止
法
の
改
正
に
伴
い

見
直
し
作
業
に
当
た
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
な
お
、
大

雨
に
よ
る
警
報
が
発
令
さ
れ

な
い
か
。
ま
た
、
災
害
時
に

自
治
体
間
で
ス
ム
ー
ズ
な
応

援
体
制
の
で
き
る
災
害
時
相

互
応
援
協
定
の
締
結
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
最

後
に
、
家
族
が
仕
事
で
一
時

的
に
一
人
に
な
る
高
齢
者
の

安
全
確
保
を
す
る
た
め
、
地

域
力
を
強
化
す
る
整
備
を
し

て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

●
市
長　

地
震
災
害
に
加

え
、
現
在
は
原
子
力
発
電
所

の
事
故
と
い
う
二
重
の
事
態

が
起
こ
り
、
当
市
で
も
各
方

面
で
更
な
る
被
害
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
事
か
ら
、
今
回
の

災
害
で
経
験
し
た
事
を
教
訓

に
、
地
域
防
災
計
画
見
直
し

を
指
示
し
た
所
で
あ
る
。
な

お
、
防
災
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
音
声
自
動
サ
ー
ビ

ス
、
あ
る
い
は
災
害
時
の
相

互
応
援
に
基
づ
く
協
定
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

●
総
務
部
長　

防
災
行
政

無
線
が
聞
こ
え
な
い
世
帯
に

つ
い
て
は
、
戸
別
受
信
機
の

配
布
も
し
て
き
た
所
で
あ
る

が
、
今
後
は
、
防
災
行
政
無

線
の
最
大
限
の
活
用
に
併

せ
、
音
声
自
動
サ
ー
ビ
ス
、

防
災
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
調
査
、
検
討
を

進
め
て
参
り
た
い
。
次
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ
ニ
設
置
に

つ
い
て
は
、
管
理
を
含
め
店

員
の
救
急
救
命
講
習
な
ど
、

店
舗
の
負
担
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
最
後

に
、
相
互
応
援
協
定
に
つ
い

て
は
、
防
災
上
有
益
か
つ
効

果
的
な
手
法
と
認
識
し
て
お

り
、
十
二
分
に
議
論
を
尽
く

し
て
参
り
た
い
。

●
保
健
福
祉
部
長　

家
族

が
仕
事
で
一
時
的
に
一
人
に

な
る
高
齢
者
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
は
、
登
録
さ
れ
た
方

が
災
害
時
に
お
け
る
支
援
を

地
域
の
中
で
受
け
ら
れ
る
災

害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
を

平
成
19
年
に
制
定
し
た
こ
と

か
ら
、
本
制
度
の
登
録
に
よ

り
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

●
今
川
議
員　

今
後
、
東

海
地
震
、
南
海
地
震
等
、
大

地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て

お
り
、
更
に
、
異
常
気
象
に

よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
予
測
も

あ
る
中
で
、
当
地
域
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た

い
。
ま
ず
、
地
震
に
よ
る
火

災
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

飲
料
水
の
確
保
で
あ
る
が
、

特
に
自
分
で
飲
料
水
を
作
る

方
法
等
の
指
導
も
必
要
で
あ

る
。
次
に
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

対
し
て
も
、
何
ミ
リ
降
っ
た

ら
危
険
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
る
周
知
も
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
洪
水
対
策
で
、

次
第
、
市
で
は
災
害
対
策
の

警
戒
本
部
等
を
設
置
し
、
災

害
に
備
え
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
防
災
対
策
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
大

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
つ

ぶ
さ
に
緻ち

み

つ密
に
今
日
ま
で
の

防
災
対
策
の
あ
り
方
を
検
証

し
、
組
織
体
制
そ
の
他
に
つ

い
て
、
更
な
る
改
善
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

小
貝

川
上
流
に
つ
い
て
は
、
各
市

ま
た
は
土
地
改
良
区
が
管
理

す
る
排
水
機
場
が
設
置
さ

れ
、
河
川
に
は
、
国
交
省
が

定
め
る
河
川
の
流
量
計
画
が

あ
り
、
そ
の
中
で
降
水
量
を

想
定
し
、
河
川
の
断
面
、
堤

防
の
強
化
等
を
考
察
し
、
国

は
河
川
管
理
、
洪
水
対
策
を

図
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

 

今川　英明　議員

大災害対策について



 つくばみらい市　議会だより

9

災
で
、
当
市
は
２
千
３
７
８
世

帯
が
家
屋
の
破
損
な
ど
、
全
市

的
な
被
害
を
受
け
た
。
全
壊
、

大
規
模
半
壊
、
半
壊
の
判
定
を

受
け
る
と
不
十
分
で
は
あ
る
が
、

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

や
税
金
控
除
、
各
種
保
険
税
等

の
減
免
な
ど
の
支
援
が
あ
る
。

し
か
し
、
屋
根
瓦
が
全
部
崩
落

し
て
も
、
一
部
破
損
と
い
う
こ

と
で
何
も
支
援
は
な
い
。
自
治

体
独
自
で
災
害
見
舞
金
制
度
を

持
っ
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
が
、

震
災
後
、
新
た
に
住
家
の
一
部

破
損
へ
の
見
舞
金
や
、
修
繕
費

の
助
成
を
実
施
す
る
自
治
体
も

増
え
て
き
た
。
当
市
で
も
独
自

の
見
舞
金
給
付
・
修
繕
費
助
成

制
度
の
実
施
を
求
め
る
が
ど
う

か
。
政
府
は
財
源
と
し
て
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
当

て
る
こ
と
は
可
能
だ
と
明
言
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
付
金
の

活
用
の
検
討
も
求
め
る
。

●
市
長　

一
部
損
壊
は
そ
の

損
壊
の
種
類
、
程
度
が
多
種

多
様
な
た
め
、
そ
の
把
握
と

公
平
な
支
援
は
困
難
で
あ
り
、

ま
た
、
多
く
の
被
災
者
に
見

舞
金
を
一
律
に
支
給
す
る
よ

り
、
そ
の
費
用
を
そ
の
他
の

災
害
復
旧
公
共
事
業
に
費
や

せ
ば
市
民
全
体
に
対
す
る
公

●
川
上
議
員　

県
か
ら
配
布

さ
れ
た
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の
線

量
計
を
使
っ
て
、
庁
舎
・
保
育

所
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
公

園
等
30
カ
所
で
測
定
が
行
わ

れ
た
。
結
果
は
、
30
カ
所
の
う

ち
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

が
定
め
る
一
般
の
人
の
年
間
許

容
限
度
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
る
と
こ
ろ
が
28
カ
所
も
あ

り
、
第
３
保
育
所
は
２
倍
を
こ

え
る
数
値
が
出
て
い
る
。
今
後

の
積
算
線
量
で
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
３
月
15
日
に

茨
城
県
の
線
量
が
急
激
に
上
が

り
、
そ
の
後
下
降
し
て
い
る
こ

と
を
見
る
と
、
今
ま
で
の
積
算

線
量
は
も
っ
と
高
い
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。
現
在
、
放
射

線
の
異
常
値
が
出
た
場
合
の
備

え
が
、
ど
こ
の
市
町
村
も
全
く

な
い
。
市
の
防
災
計
画
の
中
に

原
発
事
故
へ
の
対
策
を
盛
り
込

み
、
専
門
家
の
正
確
な
情
報
を

把
握
し
な
が
ら
、
放
射
能
か
ら

子
供
達
や
市
民
を
守
る
取
り
組

み
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

●
市
民
経
済
部
長　

文
部
科

学
省
か
ら
放
射
線
量
低
減
策

を
実
施
す
る
場
合
の
指
標
と

し
て
、
１
時
間
当
た
り
１
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う

目
安
が
出
て
い
る
が
、
現
在

の
所
、
当
市
は
下
回
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
気
象
状
況
に

よ
っ
て
測
定
値
に
大
分
変
動

が
あ
る
た
め
、
毎
日
の
測
定

結
果
を
見
て
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
市
長　

茨
城
大
学
の
研
究

チ
ー
ム
の
発
表
に
よ
る
と
、
県

内
の
放
射
能
量
は
健
康
に
影
響

の
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
新
聞

で
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
当
市

と
し
て
は
、
子
供
達
が
過す

ご

す
小

学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
、
公
園
な
ど
を
中
心
に
放

射
線
量
の
測
定
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
は
、
デ
ー
タ
を
注
視

し
て
い
る
所
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
防
災
無
線
の
改
善
を

　

☆
東
日
本
大
震
災
と
福
島

第
１
原
発
事
故
に
よ
る

農
業
へ
の
影
響
は

　

☆
東
楢
戸
台
線
に
つ
い
て

●
古
川
議
員　

東
日
本
大
震

平
な
支
援
に
な
り
、
有
効
な

投
資
に
な
る
と
判
断
し
、
独

自
の
見
舞
金
の
制
度
は
策
定

し
な
い
こ
と
に
し
た
が
、
今

後
、
見
舞
金
制
度
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
交
付
金
の
活
用
に
つ
い

て
も
、
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
研
究
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
一
般
住
宅
の
耐
震
化
の

促
進
に
つ
い
て 

　

☆
み
ら
い
平
地
区
へ
の
小

学
校
建
設
に
つ
い
て 

●
山
崎
議
員　

東
日
本
大
震

古川　よし枝　議員

被災住家の修繕支援に
ついて

川上　文子　議員

県から配布された線量
計をどう活用するのか

市役所谷和原庁舎駐車場で
放射線量率測定を行う市職員

山崎　貞美　議員

東楢戸台線について
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災
が
３
月
11
日
に
あ
り
、
く

し
く
も
、
そ
の
数
日
前
に
３

月
一
般
質
問
を
行
い
、
本
市

の
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
二
次
緊
急
病

院
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

更
に
設
立
に
向
け
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、

合
併
時
の
約
束
事
業
の
東
楢

戸
台
線
の
事
業
が
始
ま
っ
た

が
、
合
併
時
の
約
束
と
は
言

え
、
59
億
円
か
ら
の
資
金
を

つ
ぎ
込
む
訳
で
あ
る
が
、
開

発
の
規
模
、
地
域
の
用
途
指

定
等
、
い
つ
頃
か
ら
行
う
の

か
。
ま
た
、
本
市
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
し

て
い
く
の
か
。
更
に
は
、
こ

の
地
域
の
用
途
目
標
を
道
路

が
で
き
る
前
に
指
定
し
、
企

業
等
が
進
出
で
き
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
も
含
め
行
っ
て
頂
き
た

い
。
投
資
を
し
た
以
上
は
少

し
で
も
早
く
回
収
し
、
更
に

は
、
利
益
を
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
市
に

と
っ
て
利
益
と
は
税
収
で
あ

り
、
自
己
財
源
で
あ
る
。
前

向
き
に
努
力
し
、
本
市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
頂
き
た

い
。

●
市
長　

平
成
21
年
度
に
策

定
し
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
み
ら
い
平
地

区
と
国
道
３
５
４
号
線
の

間
、
東
楢
戸
台
線
の
東
側
地

域
は
工
業
系
の
土
地
利
用
を

す
る
地
域
と
し
て
位
置
付
け

た
。
開
発
計
画
は
進
出
し
て

頂
く
企
業
の
動
向
や
同
路
線

の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
進

め
て
い
く
事
が
不
可
欠
で
、

規
模
に
つ
い
て
も
、
進
出
企

業
に
よ
り
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

方
式
の
開
発
を
意
識
し
、
コ

ス
ト
を
考
え
た
開
発
手
法
を

模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
大
規
模
な
工
業

用
地
の
開
発
は
大
変
厳
し
く

難
し
い
状
況
で
あ
る
事
か

ら
、
国
や
県
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
企
業
誘
致
を
進
め

て
参
り
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

東
楢
戸

台
線
に
関
連
し
た
沿
線
開
発

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
１
年

前
倒
し
に
よ
り
策
定
し
て
い

る
新
総
合
計
画
の
中
で
、
土

地
利
用
を
も
う
一
度
考
え
、

ど
の
よ
う
な
土
地
利
用
が
出

来
る
の
か
、
既
に
実
施
し
た

地
権
者
の
方
々
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
東

楢
戸
台
線
の
進
行
と
併
せ
て

事
業
を
計
画
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

請
願
第
１
号　

保
育
制
度

改
革
に
関
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
書

※
古
川
議
員
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
２
号　

八
ッ
場
ダ

ム
等
水
源
開
発
の
検
証
検

討
に
つ
い
て

※
川
上
議
員
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
４
号　

学
校
法
人
開
智

学
園
の
誘
致
を
求
め
る
請
願

※
古
川
議
員
か
ら
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

発
議
第
１
号　

学
校
法
人
開

智
学
園
誘
致
に
関
す
る
決
議

※
古
川
議
員
か
ら
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

※
中
山
（
栄
）
議
員
か
ら
賛

成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

討　

論

討　

論

　

こ
の
度
、
次
の
議
員
に
、

地
方
自
治
の
伸
張
発
展
と
市

政
の
向
上
振
興
に
貢
献
し
た

功
績
に
対
し
、
全
国
市
議
会

議
長
会
及
び
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

〇
全
国
市
議
会
議
長
会

〈
議
員
表
彰
〉
古
川
よ
し
枝

〇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

〈
議
員
表
彰
〉
横
張　

光
男

　

７
月
15
日
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
議
会
で
は
、「
学
校
法

人
開
智
学
園
誘
致
に
関
す
る

決
議
」（
概
要
は
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
を
片
庭
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
執
行
機
関
が
一

丸
と
な
っ
て
地
域
の
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
に
、
様
々

な
学
習
選
択
の
機
会
を
提
供

す
る
と
共
に
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
も
、
学
校
法
人
開

智
学
園
の
設
立
を
積
極
的
に

支
援
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

永
年
勤
続
議
員
表
彰

同
意
第
１
号

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
１
名
が
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
同
意
を
求
め
ら
れ
、

次
の
方
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

下
平
柳

吉よ
し
だ田　

　

和か
ず
お雄

（
再
任
）

人

事

人

事

紹

介

紹

介

片庭市長に決議書を手渡す正副議長及び三常任委員長

「
学
校
法
人
開
智
学
園

誘
致
に
関
す
る
決
議
」

を
片
庭
市
長
に
提
出



 つくばみらい市　議会だより

11

小小
中中学生のみなさんが学生のみなさんが議会議会を見学 !!を見学 !!

　市立谷和原中学校（高橋校長）３年生、十和小学校（秋田校長）６年生、東小学校（廣瀬校長）６年生、
小張小学校（直井校長）６年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市
民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成 20年度より開始し、市内小
中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

谷和原中　３年２組　中
なかじま

島　有
ゆ み

美　さん

市議会を見学して
　私が市議会を見学するのは今回で２回目で
した。１回目は小学生のときです。小学生の
ときは議会で話されている内容が難しく、あ
まり関心が持てませんでした。しかし、今回
の見学では議題や、その内容について興味を
持つことができました。つくばみらい市に住
む私にも知る必要があるもので、とても良い
体験となりました。以前は全くといえるほど
興味・関心がなかった市議会ですが、その重
要性に改めて気づきました。つくばみらい市
の未来を担っていく者として私も考えなくて
はいけないことがたくさんあると思いました。
今回の市議会見学で改めてつくばみらい市を
見直すことができました。この体験をこれか
らの生活で生かしていきたいです。

谷和原中　３年１組　湯
ゆはら

原　伊
いおり

織　さん

市議会での見学を通して
　今回、議会を見学しました。市民がより良
い生活を送れるように議会が開かれるそうで
す。僕が見学した時、議題は「小中一貫教育」
についての題でした。今年から、小絹小・中
学校で試験的に学校を見て「一貫校にしてい
くにはどうするか」という調べをしているそ
うです。目的は、学力の向上、小学校と中学
校のギャップなどの解消でした。この議題を
傍聴して僕は、これこそが本当の議会なのだ
と思いました。それは、市民がより良い生活
をするための議会ができていると思ったから
です。今回は残念ながらすべてのお話を聞く
ことはできなかったのですが、とても良い経
験になったと思います。こういった機会がま
たあればお話を聞いてみたいと思いました。

谷和原中学校３年２組のみなさん

谷和原中学校３年１組のみなさん
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東小　６年１組　岡
おかだ

田　龍
りゅうのすけ

之介　さん

市議会を見学して
　議会見学をしました。ぼくは見学をしてすごいなぁ
と思ったことがありました。１つ目は、大勢の人たち
で話し合いをしている時、暑い会議場なのに、東日本

大震災の節電を心がけ、明るいとこ
ろは電気をつけなかったり、クーラー
なども使用せず、話し合いを進めて
いっているところです。ぼくは、率
先して、節電を心がけている姿勢が
りっぱだと思いました。
　２つ目は、市議会では、議員さん
達が、より良いつくばみらい市をつ
くり上げるために、１つの質問に時
間をかけ皆さんで考え合っていまし
た。こんなに熱心に話し合っている
姿を見て感動しました。ぼくも、市
のために自分ができることを実践し
ていきたいです。

十和小　６年１組　直
なおい

井　悠
ゆうま

馬　さん

市議会を見学して
　ぼくは、市議会を見学して、思ったことや分かったこ
とが２つあります。１つ目は、市議会に参加している人
は、みんな堂々としていて声も大きく
聞こえやすかったので、りっぱだなと
思いました。また、市のことについて
真剣に話し合っていたので、すごくみ
んなまじめだなと思いました。
　２つ目は、市議会の人達はみんな協
力し合って、意見を出したりして快適
で住み良い市をつくろうとしている
のだな、と思いました。それに、市長
と市議会は互いに力を出し合ってい
るのだということが分かりました。市
議会は、市にとって大切なものだなと
思いました。市議会を見学したので、
県議会や国会などをもっと知りたい
と思いました。

東小学校６年１組のみなさん

十和小学校６年１組のみなさん
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小張小　６年１組　中
なかじま

島　美
み き

樹　さん

市議会を見学して
　私が市議会を見学して心に残ったことは、議員さんた
ちのやりとりです。あんなに自分の意見を堂々と言えて
すごいなと思いました。皆さん真剣に
聞いていたり、書いたりしていまし
た。こんな議員さんが市のことを考え
ていてくれて、とても安心しました。
なので今度からは、もっと政治に目を
向けようと思います。
　他にもたくさんのことを、市議会を
見学して学びました。また、市議会を
見学したいと思いました。

小張小学校６年１組のみなさん

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
録
画
中
継
配
信
中

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で

は
、「
市
民
に
身
近
な
、
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
録
画
中
継
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
市
の
重
要
な
課
題

は
何
か
を
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報
の

公
開
と
共
有
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
の
掲
載
期

間
は
１
年
と
な
り
ま
す
。
編

集
に
は
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活

用
し
、
経
費
を
か
け
ず
に
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

音
声
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら

市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し

た
。
音
声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
『
朗
読
グ

ル
ー
プ
か
た
く
り
』
の
方
々

に
よ
る
も
の
で
、
活
動
は
、

声
の
広
報
と
し
て
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
「
広
報
つ
く
ば
み

ら
い･

議
会
だ
よ
り･

社
協

だ
よ
り
」
な
ど
の
音
声
訳
を

行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
窓
口
に
目
の
不
自
由

な
方
々
を
対
象
に
、
無
料
で

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
音
声
に

よ
る
議
会
だ
よ
り
は
、
お
借

り
し
た
テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル

変
換
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
及

び
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始

は
、
各
定
例
会
終
了
か
ら
３
ヵ
月
後
と

な
り
ま
す
。

会議録の公開
についてについて
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　「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎ 58-2111　FAX20-5760　Ｅメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

◎ご意見ご感想をお寄せください◎◎ご意見ご感想をお寄せください◎

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
ヵ
月

が
過
ぎ
、
や
っ
と
政
府
の
第
二

次
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

ま
だ
本
格
的
な
被
災
地
復
興
対

策
に
は
充
分
と
は
い
え
ず
、
今

後
更
な
る
本
格
的
な
補
正
予
算

が
必
要
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
「
不

測
の
災
害
発
生
、
緊
急
対
策
の

必
要
が
あ
る
場
合
等
」
は
臨
時

の
出
費
と
し
て
財
政
調
整
基
金
、

家
計
で
言
え
ば
貯
金
を
取
り
崩

し
復
旧
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
様
に
、
財
政

調
整
基
金
は
大
切
な
お
金
で
毎

年
一
般
会
計
繰
越
金
の
一
部
を

充
当
し
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

こ
と
わ
ざ
に
「
安や

す

き
に
居い

て
は

危あ
や

う
き
を
思
え
、
思
え
ば
備
え

有
り
」
と
の
文
言
が
あ
り
ま
す

が
、
災
害
か
ら
市
民
の
皆
様
の

安
心
、
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
に
も
、
こ
の
積
み
立
て
基
金

の
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
で

す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
、

再
生
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員　

秋
田　

政
夫

編編
▼▼

集集
▼▼

後後
▼▼

記記

　

あ
な
た
の
写
真
を
議

　

あ
な
た
の
写
真
を
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま

せ
ん
か
？

せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

月　日 曜日 会議 内　容
９月　１日 木

本 会 議
開会

９月　２日 金 一般質問
９月　５日 月 一般質問、議案の委員会付託
９月　６日 火

常任委員会
総務常任委員会
教育民生常任委員会
経済常任委員会

９月　７日 水
９月　８日 木
９月１２日 月

特別委員会 決算特別委員会９月１３日 火
９月１４日 水
９月１６日 金 本 会 議 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

※日程等については変更になる
場合があります。なお、会期日
程は、議会運営委員会（通常は
開会日の７日前に開催）で協議
され、定例会初日の本会議で決
定されますので、事前に議会事
務局までお問い合わせください。

議会開会中、伊奈庁舎及
び谷和原庁舎のロビーに
設置してあるテレビで、本会議の様子
を生中継しています。どうぞ、ご視聴
ください。

会期日程のお知らせ
平成23年第３回定例会は、平成23年第３回定例会は、

次のとおり開催される予定です。次のとおり開催される予定です。

掲
載
写
真

掲
載
写
真募集

！

募
集
！

　議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢を記入していただくだけで、傍聴席（定員 50人）
に入場できます。なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎3階です。

市議会を傍聴しませんか !!

◎第２回臨時会　傍聴者数　１人　◎第２回定例会　傍聴者数　183 人　（内小中学生138人）


